
物  質  名 2-プロパノール ＤＢ－41 
別  名 イソプロピルアルコール 
CAS 番号 67-63-0 
PRTR 番号 － 

化審法番号 2-207 

構 造 式 
 

 
分子式 C3H8O 分子量 60.10 
沸点 82.3℃ 1) 融点 －89.5℃ 1) 
蒸気圧 4.54×10 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 2.46 mg /m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 0.05（実測値）3) 水溶性 1×106 mg/L（25℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 3,600 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 53,000 mg/m3 5)  
 ラット 経口 LD50 5,000 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 16,000 ppm (39,360 mg/m3) (8hr) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・雄ラットに 0、870、1,280、1,680、2,520 mg/kg/day を 12 週間飲水投与した結果、1,280 mg/kg/day
以上の群で肝臓、腎臓、1,680 mg/kg/day 以上の群で副腎の相対重量に有意な増加を認めた。

なお、尿細管で用量に依存した硝子滴や円柱の生成がみられ、雄ラットに特有の腎症による

ものと考えられた 6) 。この結果から、NOAEL は 870 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0、100、500、1,000 mg/kg/day を交尾前 10 週から雄には交尾期間まで、雌には哺育

期間を通して強制経口投与した二世代試験の結果、500 mg/kg/day 以上の群で肝臓、1,000 
mg/kg/day 群で腎臓の相対重量に有意な増加を認め、1,000 mg/kg/day の群の F1 雄で小葉中心

性肝細胞肥大の有意な増加がみられた。なお、雄の尿細管で硝子滴や変性がみられたが、雄

ラットに特有の影響と考えられた 7) 。この結果から、NOAEL は 100 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0、984、2,460、9,840、19,680 mg/m3 を 3 ヵ月間（4 時間/日、5 日/週）吸入させた結

果、19,680 mg/m3 ではばく露時に麻酔作用がみられ、2,460 mg/m3 以上の群で体重増加の抑制、

9,840 mg/m3 以上の群で赤血球数、19,680 mg/m3 群でヘマトクリット値、ヘモグロビン濃度の

減少、GOT、GPT、総コレステロールの増加に有意差を認めた。また、0、2,460、19,680 mg/m3

を同様にして 20 週間吸入させた結果、19,680 mg/m3 群で末梢神経伝導速度の有意な遅延を認

めた 8) 。この結果から、NOAEL は 984 mg/m3（ばく露状況で補正：117 mg/m3）であった。

・ラットに 0、1,230、6,150、12,300 mg/m3 を 104 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、

6,150 mg/m3 以上の群でばく露時に麻酔作用がみられた。6,150mg/m3 以上の群で肝臓、腎臓の

相対重量に有意な増加を認め、雌雄の腎臓では慢性腎疾患に関連した石灰化や尿細管拡張、

糸球体硬化症、間質性腎炎などが著明にみられた。なお、6,150 mg/m3 以上の群でみられた死

亡の主な原因は腎疾患によるものと考えられた 9) 。この結果から、NOAEL は 1,230 mg/m3（ば

く露状況で補正：220 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、100、500、1,000 mg/kg/day を交尾前 10 週から雄には交尾期間まで、雌には哺育

期間を通して強制経口投与した二世代試験の結果、1,000 mg/kg/day 群の F1 雄で交尾率の有意



な減少を認めた。仔では 500 mg/kg/day 以上の群の F1、F2 で生後 1 日や 4 日の生存率、F2 で

哺育率に有意な減少を認め、1,000 mg/kg/day 群の出生時体重は有意に低く、その後も数日間

は有意に低かった 7) 。この結果から、NOAEL は 100 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0、400、800、1,200 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで、ウサギに 0、120、240、

480 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 18 日目まで強制経口投与した結果、ラットでは 800 mg/kg/day
以上の群で 1/25 匹、2/25 匹が死亡し、1,200 mg/kg/day 群で妊娠子宮重量は有意に低く、800 
mg/kg/day 以上の群で胎仔の体重は有意に低かった。ウサギでは 480 mg/kg/day 群で 4/20 匹が

死亡し、体重増加の有意な抑制を認めたが、胎仔の数や体重などに影響はなかった。また、

ラット、ウサギで奇形の発生増加もみられなかった 10) 。この結果から、NOAEL はラットで

400 mg/kg/day、ウサギの母親で 240 mg/kg/day、胎仔で 480 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0、8,630、17,320、24,660 mg/m3 を妊娠 1 日目から 19 日目まで吸入（7 時間/日）さ

せた結果、17,320 mg/m3 群でばく露後に不安定歩行、24,660 mg/m3 群でばく露時に麻酔作用が

みられ、17,320 mg/m3 以上の群で体重増加の抑制、24,660 mg/m3 群で着床数の減少と吸収胚の

増加に有意差を認めた。胎仔では 8,630 mg/m3 以上の群で体重は有意に低く、17,320 mg/m3 以

上の群で骨格奇形（主に痕跡状過剰肋骨）の有意な増加を認めた 11) 。この結果から、8,630 
mg/m3（ばく露状況で補正：2,511 mg/m3）は母ラットで NOAEL、胎仔では LOAEL であった。

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、気道を刺激し、中枢神経系に影響を与えて機能低下を起こすことがある。眼に付くと発

赤、皮膚では乾燥を生じ、吸入すると咳や咽頭痛、経口摂取では吐き気や腹痛を生じ、頭痛、

息苦しさ、嘔吐、眩暈や嗜眠、意識喪失も現れる 12) 。 
・男性ボランティア 8 人に 2.6、6.4 mg/kg/day を 6 週間摂取させ、血液、尿、眼の各検査を行っ

た結果、異常はみられなかった 13) 。また、男性ボランティア 10 人に 490、980、1,970 mg/m3

を 3～5 分ばく露させた結果、980 mg/m3 で軽度の刺激を感じ、1,970 mg/m3 での刺激は強くは

なかったが、大多数が不適当と答え、490 mg/m3は 8時間労働にとって問題ないと判定した 14) 。

・ボランティア 6 人の背部に本物質 0.5ｍL を塗布し、4、24、48 時間後に観察した結果、皮膚

への刺激はみられなかった 15) 。また、ジスルフィラム療法中の慢性アルコール中毒患者 12
人を含むボランティア 22 人に 0.1～0.3 mL を塗布した結果も陰性であったが、低温の湯に 10
分間皮膚を浸した後では、19 人で塗布部位に一過性の発赤がすぐに現れた 16) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：3 17) 

実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARC の評価では 3（ヒトに

対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 18)  TLV-TWA 400 ppm (983 mg/m3)  
 日本産業衛生学会 19) 最大許容濃度 980 mg/m3  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 100 mg/kg/day（肝

臓相対重量の増加）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 10 mg/kg/day を暫定無毒性

量等に設定する。 
 吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 1,230 mg/m3（肝臓



重量の増加、雌の腎臓への影響）を採用し、ばく露状況で補正した 220 mg/m3 を暫定無毒性量

等に設定する。 
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